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よ
り
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や
す
い
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い
長
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へ
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P11 公共交通調査事業を実施します

P12,13 ほっとにゅーす（小谷城ふるさと祭り）

■特集　あなたの声が
より暮らしやすい長浜市へ ３P～５P

■シリーズ行財政改革 ６・７P
■文化の日表彰 ８～10P
■公共交通 11P
■ほっとにゅーす 12P・13P
小谷城ふるさと祭り／余呉湖クリーン大作戦など
■ワンストップ・サービス・デイ、環境、税 14P
■災害協定、市政の動き、座ぶとん会議 15P
■子育て、健康 16P
■人権ってなあに 17P
■クマ・毒キノコに注意、耐震診断、防犯 18P
■国民年金、市長コラム「至誠通天」 19P
■多文化共生、消費生活相談、青少年 20P
■江・浅井三姉妹博覧会情報 21P
■インフォメーション 22P・23P
■裏表紙　特別展「湖北長浜“秀吉伝説”」 24P

平成22年11月号

長浜市総合防災訓練
写真は、10月17日(日)高月小学校をメイン

会場として行われた長浜市総合防災訓練の１
コマです。
湖北地域で柳ヶ瀬・関ヶ原断層帯を震源と

する震度７の地震が発生したという想定で行
われました。
会場では、倒壊した建物からの救助訓練や

負傷者の搬送、応急救護等が行われ、参加さ
れた約1,500人が真剣な表情で取り組まれてい
ました。

今 月 の 表 紙

広報ながはま　2010年11月 2

P14 環境美化活動団体登録制度11月1日スタート

P21 江・浅井三姉妹博覧会情報

お得な前売券 好評発売中！
【前売料金】大人1,000円、小中学生500円

あなたの声が
より暮らしやすい長浜市へ
～お気づきの点をお寄せください～

本
市
は
、
本
年
１
月
１
日
の
市
町

合
併
に
よ
り
、
多
様
な
地
域
性
と
約

12
万
４
千
人
の
人
口
を
有
す
る
市
と

な
り
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
思
い
や
意
識
が

多
様
化
し
て
い
る
今
、
長
浜
市
基
本

構
想
に
掲
げ
る
将
来
像
「
長
浜
ら
し

い
輝
き
と
風
格
の
あ
る
ま
ち
」
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
行
政
だ
け
で
実

現
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

よ
り
き
め
細
や
か
で
効
率
性
の
高
い

政
策
を
行
う
た
め
に
は
市
民
の
皆
さ

ん
と
行
政
が
協
働
す
る
こ
と
が
大
切

と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
基
本
構
想
の
将
来
像
の

実
現
と
い
う
共
通
の
目
的
に
向
か
っ

て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
で
市
民
の
皆
さ

ん
の
市
政
へ
の
参
画
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
画
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

↑

座
ぶ
と
ん
会
議
の
様
子
（
今
町
自
治
会
）

市
政
へ
の
参
画
手
法

○
直
接
対
話

(1)
市
民
説
明
会
の
開
催

(2)
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

(3)
座
ぶ
と
ん
会
議

(4)
長
浜
ま
ち
づ
く
り
１
０
０
人
委
員
会

○
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
・
わ
が
ま
ち

メ
ー
ル
・
ご
意
見
箱

(1)
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

(2)
わ
が
ま
ち
メ
ー
ル

(3)
ご
意
見
箱

○
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

基
本
的
な
政
策
・
条
例
等
の
案

を
公
表
し
て
意
見
や
提
言
を
求
め

ま
す
。

○
審
議
会
等
の
設
置

専
門
知
識
の
導
入
、
市
政
へ
の

市
民
意
見
の
反
映
を
図
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
声
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い

特集

あなたの声が
より暮らしやすい長浜市へ
～お気づきの点をお寄せください～

見
　
本
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本
年
１
月
か
ら
９
月
末
ま
で
に

「
ご
意
見
箱
」、「
お
手
紙
」、「
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
Ｅ
メ
ー
ル
」
な
ど

で
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
は
97
件
で
す
。

ご
意
見
の
種
類
は
次
の
と
お
り
で
す

（
表
１
）。

ま
た
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
の
内

容
は
、
教
育
や
ご
み
・
環
境
問
題
、

保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
市
街
地
の

活
性
化
、
道
路
整
備
、
子
ど
も
の
安

全
対
策
、
市
職
員
の
接
遇
な
ど
、
市

民
生
活
全
般
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見

に
対
す
る
回
答
の
一
部
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

■
回
答

現
在
、
長
浜
・
び
わ
・
虎
姫
エ
リ

ア
に
お
け
る
新
し
い
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
整
備
（
平
成
24
年
度
完
成
予

定
）
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
完
成

に
合
わ
せ
て
旧
長
浜
市
内
の
幼
稚
園

へ
の
給
食
の
実
施
も
計
画
し
て
い
ま

す
。

■
回
答

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
左
側
『
行
政
情
報
』

に
【
窓
口
業
務
時
間
の
ご
案
内
】
を

設
け
ま
す
。

■
回
答

窓
口
の
一
本
化
、
情
報
共
有
化
を

図
る
た
め
に
、
浅
井
支
所
か
ら
湖
北

観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
四
居
家
（
元
浜

町
）
に
移
転
い
た
し
ま
す
。

■
回
答

江
・
浅
井
三
姉
妹
博
覧
会
で
、
三

姉
妹
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
回
答

公
立
図
書
館
の
な
い
地
域
（
木
之

本
・
余
呉
・
西
浅
井
）
は
、
来
年
１

月
５
日
か
ら
木
之
本
・
余
呉
・
西
浅

井
の
各
公
民
館
図
書
室
に
て
返
却
し

て
い
た
だ
け
る
予
定
を
し
て
い
ま
す
。

■
回
答

現
在
の
限
ら
れ
た
人
員
で
迅
速
か
つ

的
確
な
対
応
を
行
い
、
待
ち
時
間
の
短

縮
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
回
答

職
員
と
し
て
の
基
本
的
な
接
客
を

す
る
た
め
に
毎
日
の
朝
礼
で
の
指
導

と
確
認
を
徹
底
し
ま
す
。
ま
た
、
挨

拶
を
徹
底
し
笑
顔
で
接
す
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
回
答

差
押
処
分
を
執
行
す
る
際
に
は
、
現

住
所
と
預
金
口
座
の
届
出
住
所
が
異
な

る
場
合
に
は
、
滞
納
者
の
住
所
履
歴
す

べ
て
と
預
金
口
座
の
届
出
住
所
を
照
合

し
て
合
致
を
確
認
す
る
な
ど
、
人
物
特

定
作
業
の
徹
底
に
努
め
ま
す
。

皆
さ
ん
の
声
に

お
答
え
し
ま
す

○
山
本
山
城
跡
に
残
る
土
橋
や
本

丸
跡
の
土
塁
は
一
級
品
で
、
典

型
的
な
戦
国
時
代
の
山
城
跡
で

す
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
遺
跡
を

史
跡
と
し
て
指
定
し
て
い
な
い

の
は
勿
体
無
い
。
１
日
も
早
く

県
か
国
の
史
跡
に
指
定
し
て
、

よ
り
強
力
に
保
全
を
し
て
い
く

べ
き
だ
と
提
案
し
ま
す
。

○
図
書
館
の
な
い
地
域
に
住
ん
で

い
ま
す
。
図
書
館
で
借
り
た
本

を
支
所
で
も
返
却
で
き
る
よ
う

に
し
て
欲
し
い
。

○
勘
違
い
に
よ
る
口
座
差
し
押
さ

え
の
件
、
し
っ
か
り
し
て
く
だ

さ
い
。

○
窓
口
職
員
を
増
員
し
て
待
ち
時

間
の
短
縮
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

○
び
わ
、
浅
井
幼
稚
園
と
同
様
に

旧
長
浜
市
内
の
幼
稚
園
に
給
食

を
導
入
し
て
く
だ
さ
い
。

○
観
光
振
興
課
内
の
浅
井
三
姉
妹

博
覧
会
事
務
局
（
浅
井
支
所
）

を
高
月
支
所
へ
移
転
す
る
こ
と

を
提
案
し
ま
す
。

○
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
営
業

日
・
営
業
時
間
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
わ
か
り
や
す
い
形
で
明
記

し
て
欲
し
い
。

○
三
人
の
女
の
子
が
そ
ろ
っ
て
お

ら
れ
る
家
も
あ
る
と
思
い
ま
す

の
で
、
浅
井
三
姉
妹
の
イ
ベ
ン

ト
の
一
つ
に
「
三
姉
妹
」
実
在

コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
を
提
案
し

ま
す
。

○
対
応
が
親
切
な
職
員
と
対
応
が

冷
た
い
職
員
が
い
る
。
ま
た
、

職
員
の
応
対
が
事
務
的
す
ぎ

て
、
気
分
を
害
し
ま
し
た
。
職

員
の
市
民
に
対
す
る
意
識
改
革

を
早
急
に
お
願
い
し
ま
す
。

▲山本山城跡

■問
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ

（
7
６
５
―
６
５
０
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
６

５
―
０
３
５
０
）
Ｅ
メ
ー
ル

kouhou@
city.nagaham

a.lg.jp

ご
意
見
受
付
中

市
で
は
、
本
庁
や
各
支
所
に

設
置
の
ご
意
見
箱
や
、
お
手
紙
、

Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
市
政
に
対
す

る
ご
提
案
を
受
付
し
て
い
ま
す
。

貴
重
な
ご
意
見
、
建
設
的
な
ご

提
案
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
ご
意
見
や
ご
提
案
に
は
原

則
、
お
答
え
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
名
前
な
ど
を

明
記
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

ご意見の種類 

職員接遇 
16件 

その他 
10件 

（H22.1.1～H22.9.30） 

施設関係 
12件 

施策関係 
59件 

ご意見の送付手段 
Eメール 
5件 

ホームページ 
「市政へひとこと」 

50件 

（H22.1.1～H22.9.30） 

お手紙 
22件 

ご意見箱 
20件 

■
回
答

貴
重
な
遺
跡
で
あ
り
、
壊
れ
な
い

よ
う
に
保
存
に
努
め
て
い
ま
す
。
一

部
が
古
保
利
古
墳
群
の
範
囲
と
し
て

史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
城

郭
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
保
護
に

つ
い
て
検
討
を
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。

表１ ご意見の種類

『クリーン、わかりやすい、開かれた市政』
『みんなで参加する市政』

皆さんがお気づきの点、改善すべき点など、さまざまなご意見を「わがまちメール」
「ご意見箱」、「市ホームページからのＥメール」などでお聞きしています。
市では、皆さんから寄せられる声を受け止め、より暮らしやすいまちになるよう改善に

取り組んでいます。

職員接遇

批判
苦情

15

16 12 59 10

97

1 2 1 4 5 10 35 6 8 10

賞賛 本庁 支所 公共
施設

その
他

新規
要望

改善
要望

批判
苦情

問合
せ

小
計

合
計

施設関係 制度・施策関係 そ
の
他
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行財政改革行財政改革

公
共
施
設
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ

て
い
る
背
景
と
し
て
は
、
主
に
４
つ

の
理
由
が
あ
り
ま
す
。

①
施
設
の
老
朽
化

公
共
施
設
の
多
く
は
、
築
20
年
以

上
を
経
過
し
、
通
常
の
管
理
運
営
の

経
費
の
ほ
か
、
今
後
は
、
老
朽
化
に

伴
う
維
持
補
修
に
も
多
く
の
経
費
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
施
設
の
改
築
な
ど
に
も
適

切
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

公
共
施
設
の
あ
り
方
を
見
直
す
こ
と

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
施
設
機
能
の
重
複

合
併
の
結
果
、
長
浜
市
全
体
と
し

て
見
た
場
合
、
機
能
が
類
似
・
重
複

し
た
施
設
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
（
表
１
）。

施
設
の
立
地
状
況
や
、
市
の
人
口

規
模
、
財
政
力
な
ど
を
踏
ま
え
、
一

つ
の
市
と
し
て
ど
の
程
度
の
施
設
が

必
要
な
の
か
、
同
種
・
類
似
施
設
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

③
利
用
者
負
担
の
不
均
衡

同
じ
よ
う
な
目
的
で
施
設
を
使
う

場
合
で
も
、
施
設
に
よ
っ
て
無
料
の

場
合
と
有
料
の
場
合
が
あ
る
な
ど
、

施
設
使
用
料
に
違
い
が
生
じ
て
い
ま

す
（
表
２
）。

ま
た
、
施
設
の
維
持
管
理
の
た
め

に
は
相
応
の
経
費
が
必
要
で
す
が
、

そ
の
経
費
を
す
べ
て
税
金
で
賄
う
と

す
れ
ば
、
施
設
を
利
用
す
る
人
と
利

用
し
な
い
人
と
の
間
に
不
公
平
が
生

じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

利
用
者
に
も
経
費
の
一
部
を
応
分

に
負
担
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
施

設
使
用
料
を
見
直
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

④
厳
し
い
財
政
状
況

広
報
な
が
は
ま
９
月
１
日
号
で
お

知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
国
か
ら
市
に

入
っ
て
く
る
普
通
交
付
税
は
、
平
成

27
年
度
以
降
は
段
階
的
に
縮
小
さ
れ
、

平
成
32
年
度
以
降
は
、
現
在
に
比
べ

て
約
54
億
円
（
平
成
22
年
度
ベ
ー
ス
）

の
減
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。

こ
の
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お

い
て
行
財
政
改
革
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
公
共
施
設
に
つ
い
て
も
、
何
ら

か
の
対
応
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

公
共
施
設
を
現
在
の
姿
の
ま
ま
で
維
持
し
続
け
る
こ
と

は
、
今
後
の
市
政
運
営
に
と
っ
て
大
き
な
財
政
的
負
担
と

な
り
、
真
に
必
要
と
な
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
ま
で
、
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

公
共
施
設
の
見
直
し
を
せ
ず
に
、
今
ま
で
と
同
じ
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
続
け
る
こ
と
は
、
問
題
を
先
送
り
に
し
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
多
く
の
負
担
を
押
し
つ
け
る

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

公
共
施
設
に
か
か
る
経
費
を
節
減
し
つ
つ
、
い
か
に
サ

ー
ビ
ス
を
維
持
・
向
上
さ
せ
て
い
く
の
か
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
と
も
に
考
え
、
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
公
共
施

設
の
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

合併により、市は多くの公共施設を所有することとなりました。これらの公共施設を管理運営して
いくためには、多くの経費が必要で、その大部分を皆さんの税金で賄っています。
今回のテーマは、『公共施設の現状と見直し』です。皆さんも、公共施設のあり方について、一緒

に考えてみてください。

『子どもたちと　新しい長浜市の未来のために』
第４回シリーズ

■問 行政経営改革課（7６５－６７０２）

公
共
施
設
の
見
直
し
の
必
要
性

公
共
施
設
の
見
直
し
に
向
け
て

表１　公の施設（※１）の状況（平成22年1月1日現在）

表２　同種・類似施設における使用料の状況
例えば、サークルの会合で、公共施設を借りたとします。

その場合の使用料は、同じような部屋であっても、使用する
施設によって、次のようになります。

施設によって、無料の場合もあれば有料の場合もあるため、
使用料についても一定の見直しが必要です。

みんなで考えてみましょう
同じような機能を持った施設が３施設あるとします。
それぞれにかかる経費は左図のとおりで、３施設の合計は１億５千

万円となっています。
管理運営体制の見直しなどに努めましたが、税収や交付税の減少な

どにより、どうしても３施設で２千万円の経費節減を行わなければな
らなくなりました。
この場合、どのようにしていけばよいでしょうか。例として、次の

４つの案を考えてみました。

【現在】 

A施設 

5000万円 

4000万円 

6000万円 

B施設 C施設 

【案４】 

A施設 

5000万円 

6000万円 

D施設分 

B施設分 
2000万円 

B施設 C施設 D施設 

【案１】 

A施設 

6000万円 

サービス充実 

7000万円 

+1000万円 

+1000万円 

B施設 C施設 

【案２】 

A施設 

4500万円 

3500万円 

5000万円 

B施設 C施設 

【案３】 

A施設 

5000万円 

4000万円 

6000万円 

B施設 C施設 

使用料 

使用料 

使用料 

移転 

△500万円 

△500万円 

△1000万円 

※１　住民の福祉を増進する目的をもってその利用に供するための施設（庁舎等の市が事務事業を執行するための施設は該当しません。）
※２　条例等に規定されている公の施設の数（二以上の区分に該当する施設は、一の区分にまとめています。）

区　　分

保育園・学校関連施設
生涯学習関連施設
病院・社会福祉関連施設
公営住宅関連施設
上下水道関連施設
都市公園・漁港等
その他
合計

旧長浜市
39
51
15
11
26
37
33
212

旧６町
36
44
20
26
64
12
36
238

合計
75
95
35
37
90
49
69
450

施設数（※2） 主な施設

小学校(28)、中学校(13)、保育園(13)など
文化ホール(8)、図書館(6)、スポーツ施設(44)など
福祉ステーション(10)、病院(2)など
市営住宅(28)、改良住宅(8)など
農業集落排水処理施設(58)、簡易水道(25)など
都市公園(32)、漁港・舟だまり(17)
駐車場・駐輪場(17)、宿泊施設(4)など

施設名
神照公民館
長浜市勤労青少年ホーム
きのもと交遊館

部　屋
学 習 室
会 議 室
学 習 室

使用料／1時間
無料
300円
250円

いずれも全体経費は１億３千万円ですが､
【案１】施設は１つ減りますが、その分の経費で、残る２

施設のサービスの充実が図れます。
【案２】施設は３つとも残りますが、経費削減のために、

開館日や開館時間の短縮などが必要となります。
【案３】使用料を見直し、収入増によりサービスを維持し

ます。
【案４】施設は１つ減りますが、他の施設に移転すること

で、一定のサービスは残ります。
そのほか、民間や地元での施設管理、他の用途への変更な
どの方法も考えられます。どのような方法がよいか、皆さ
んも一度考えてみてください。
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文化の日表彰文化の日表彰

11
月
３
日
の
「
文
化
の
日
」
に
、

市
政
に
貢
献
さ
れ
た
次
の
皆
さ
ん
が

表
彰
さ
れ
ま
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

寺
村
　
茂
子
　(

八
幡
東
町)

今
村
　
ゆ
き
子(

新
旭
町)

森
　
　
宗
一
　(

新
旭
町)

井
駒
　
千
惠
子(

木
之
本
町
廣
瀬)

早
川
　
紀
久
子(

木
之
本
町
廣
瀬)

林
　
　
喜
久
雄(

木
之
本
町
田
部)

田
中
　
弘
子
　(

余
呉
町
新
堂)

福
永
　
利
平
　(

勝
町)

山
家
　
正
宏
　(

相
撲
庭
町)

土
田
　
良
夫
　(

宮
部
町)

山
路
　
登
　
　(

月
ヶ
瀬
町)

藤
脇
　
義
乗
　(

湖
北
町
山
脇)

松
江
　
眞
佐
枝(

湖
北
町
延
勝
寺)

@
月
　
賢
瑩
　(

高
月
町
高
月)

居
川
　
九
衛
　(

木
之
本
町
黒
田)

下
川
　
万
喜
子(

木
之
本
町
木
之
本)

@
橋
　
規
矩
雄(

木
之
本
町
木
之
本)

山
}

征
男
　(

木
之
本
町
黒
田)

東
野
　
昌
子
　(

余
呉
町
坂
口)

伊
藤
　
寿
彦
　(
八
幡
東
町)

岩
}

宣
夫
　(
大
宮
町)

大
村
　
修
　
　(

南
呉
服
町)

加
藤
　
欣
一
　(

高
田
町)

川
}

勇
　
　(

三
ツ
矢
町)

栗
原
　
通
明
　(

元
浜
町)

田
中
　
耕
一
郎(

大
宮
町)

西
川
　
英
敏
　(

宮
前
町)

西
村
　
茂
夫
　(

三
ツ
矢
町)

上
田
　
雅
信
　(

寺
田
町)

北
川
　
貴
士
　(

東
上
坂
町)

小
林
　
一
三
　(

千
草
町)

中
尾
　
元
重
　(

勝
町)

中
山
　
靖
雄
　(

一
の
宮
町)

前
田
　
徹
　
　(

南
田
附
町)

柳
ヶ
瀬
　
義
昭(

八
条
町)

世
森
　
裕
拓
　(

平
方
町)

土
田
　
稔
浩
　(

宮
部
町)

山
根
　
秀
介
　(

五
村)

浅
見
　
幸
則
　(

湖
北
町
山
本)

伊
藤
　
定
清
　(

湖
北
町
二
俣)

兼
房
　
孝
明
　(

湖
北
町
小
倉)

角
川
　
宗
弘
　(

湖
北
町
速
水)

鳥
塚
　
秀
樹
　(

湖
北
町
南
速
水)

中
川
　
崇
　
　(

湖
北
町
速
水)

中
島
　
靖
浩
　(

小
谷
丁
野
町)

中
村
　
敦
　
　(

湖
北
町
山
本)

西
嶋
　
利
明
　(

湖
北
町
山
本)

前
田
　
義
徳
　(

湖
北
町
小
倉)

松
橋
　
弘
之
　(

湖
北
町
別
所)

丸
岡
　
外
幸
　(

湖
北
町
延
勝
寺)

山
田
　
寿
一
　(

下
山
田)

片
桐
　
隆
一
　(

高
月
町
高
月)

宮
部
　
哲
也
　(

高
月
町
磯
野)

和
田
　
浩
　
　(

高
月
町
井
口)

上
田
　
輝
　
　(

木
之
本
町
田
部)

武
田
　
宏
樹
　(
木
之
本
町
小
山)

二
宮
　
武
広
　(

木
之
本
町
田
部)

藤
田
　
茂
樹
　(

高
月
町
柏
原)

前
田
　
正
範
　(

木
之
本
町
杉
本)

松
井
　
順
二
　(

高
月
町
唐
川)

山
口
　
富
祐
樹(

木
之
本
町
黒
田)

吉
岡
　
正
洋
　(

木
之
本
町
金
居
原)

川
畑
　
和
光
　(

余
呉
町
国
安)

桐
畑
　
福
夫
　(

余
呉
町
川
並)

辻
　
　
貴
弘
　(

余
呉
町
八
戸)

督
　
　
孝
章
　(

彦
根
市
高
宮
町)

長
澤
　
一
樹
　(

余
呉
町
文
室)

橋
井
　
正
行
　(

余
呉
町
東
野)

東
野
　
浩
充
　(

余
呉
町
坂
口)

福
田
　
勇
　
　(

余
呉
町
中
之
郷)

藤
井
　
勝
義
　(

余
呉
町
下
丹
生)

三
國
　
勝
司
　(

余
呉
町
下
丹
生)

村
口
　
喜
宣
　(

余
呉
町
文
室)

山
路
　
健
一
　(

余
呉
町
中
之
郷)

山
下
　
英
之
　(

神
照
町)

雨
森
　
英
昭
　(

西
浅
井
町
祝
山)

粟
津
　
恒
治
　(

西
浅
井
町
黒
山)

上
野
　
良
久
　(

西
浅
井
町
月
出)

島
野
　
都
洋
規(

西
浅
井
町
菅
浦)

杉
林
　
太
　
　(

西
浅
井
町
中)

竹
田
　
久
登
　(

西
浅
井
町
菅
浦)

田
中
　
清
雅
　(

西
浅
井
町
祝
山)

田
仲
　
重
人
　(

西
浅
井
町
黒
山)

谷
口
　
弘
二
　(

西
浅
井
町
横
波)

橋
本
　
市
郎
　(

西
浅
井
町
大
浦)

大
野
　
暢
宏
　(

大
戌
亥
町)

駒
井
　
康
伸
　(

宮
前
町)

下
松
谷
　
匠
　(

宮
前
町)

杉
本
　
正
幸
　(

大
戌
亥
町)

高
橋
　
健
志
郎(

宮
前
町)

寺
田
　
泰
二
　(

大
戌
亥
町)

花
木
　
宏
治
　(

大
戌
亥
町)

益
子
　
進
也
　(

宮
前
町)

山
内
　
治
　
　(

大
戌
亥
町)

太
田
　
賢
　
　(

大
井
町)

廣
田
　
光
前
　(

田
町)

安
達
　
貴
子
　(

湖
北
町
速
水)

江
村
　
芳
文
　(

湖
北
町
山
本)

佐
武
　
晃
幸
　(

湖
北
町
速
水)

七
里
　
源
正
　(

湖
北
町
山
本)

雨
森
　
正
高
　(

高
月
町
雨
森)

雨
森
　
正
洋
　(

高
月
町
雨
森)

上
松
　
貞
彦
　(

高
月
町
磯
野)

布
施
　
好
信
　(

高
月
町
高
月)

安
井
　
一
清
　(

高
月
町
高
月)

安
井
　
満
喜
子(

高
月
町
高
月)

岩
根
　
学
　
　(

木
之
本
町
木
之
本)

伊
達
　
成
基
　(

木
之
本
町
黒
田)

田
中
　
新
司
　(

木
之
本
町
黒
田)

森
川
　
淳
一
郎(

木
之
本
町
黒
田)

相
模
　
龍
太
郎(

余
呉
町
中
之
郷)

森
島
　
繁
　
　(

高
田
町)

饗
場
　
研
策
　(

三
川
町)

大
音
　
孝
夫
　(

湖
北
町
速
水)

中
村
　
義
則
　(

高
月
町
高
月)

松
本
　
秀
規
　(

高
月
町
落
川)

安
井
　
久
人
　(

高
月
町
森
本)

大
音
　
篤
孝
　(

木
之
本
町
木
之
本)

澤
渡
　
新
太
郎(

木
之
本
町
黒
田)

増
田
　
民
幸
　(

木
之
本
町
木
之
本)

横
井
　
宏
隆
　(

木
之
本
町
木
之
本)

草
野
　
佳
代
　(

朝
日
町)

中
尾
　
政
子
　(

室
町)

伏
木
　
美
津
代(

東
主
計
町)

松
井
　
治
子
　(

草
野
町)

三
田
　
豊
子
　(

大
路
町)

石
川
　
利
枝
　(

湖
北
町
石
川)

伊
吹
　
道
子
　(

小
谷
丁
野
町)

北
村
　
洋
子
　(

湖
北
町
海
老
江)

杉
田
　
峰
子
　(

湖
北
町
速
水)

中
村
　
百
合
子(

小
谷
上
山
田
町)

林
　
　
栄
　
　(

湖
北
町
留
目)

松
居
　
好
子
　(

湖
北
町
田
中)

丸
岡
　
あ
さ
み(

湖
北
町
延
勝
寺)

村
方
　
寿
満
子(

湖
北
町
大
安
寺)

家
倉
　
民
子
　(

小
谷
丁
野
町)

浅
見
　
か
ほ
る(

高
月
町
高
月)

阿
閉
　
公
子
　(

高
月
町
西
阿
閉)

上
杉
　
文
子
　(

高
月
町
馬
上)

上
松
　
喜
代
子(

高
月
町
磯
野)

越
中
　
佳
子
　(

高
月
町
高
月)

片
桐
　
信
子
　(

高
月
町
高
月)

川
竹
　
信
子
　(

高
月
町
西
野)

柴
田
　
美
枝
子(

高
月
町
高
月)

嶋
津
　
博
子
　(

高
月
町
高
月)

武
田
　
京
子
　(

高
月
町
宇
根)

橘
　
　
厚
子
　(

高
月
町
高
野)

辻
居
　
富
末
子(

高
月
町
高
野)

藤
堂
　
歌
子
　(

高
月
町
高
月)

中
橋
　
敏
子
　(

高
月
町
横
山)

西
島
　
敏
子
　(

高
月
町
宇
根)

長
谷
川
　
澄
子(

高
月
町
保
延
寺)

福
田
　
月
子
　(

高
月
町
東
阿
閉)

藤
田
　
恵
子
　(

高
月
町
森
本)

野
洲
　
正
子
　(

高
月
町
西
野)

山
岡
　
純
子
　(

高
月
町
渡
岸
寺)

山
岡
　
千
代
子(

高
月
町
東
阿
閉)

横
田
　
ふ
じ
子(

高
月
町
馬
上)

吉
内
　
雅
子
　(

高
月
町
東
高
田)

伊
香
　
初
美
　(

木
之
本
町
大
音)

池
田
　
や
す
子(

木
之
本
町
石
道)

大
杉
　
明
子
　(

木
之
本
町
木
之
本)

小
川
　
京
子
　(

木
之
本
町
金
居
原)

川
上
　
昭
美
　(

木
之
本
町
廣
瀬)

川
隅
　
洋
子
　(

木
之
本
町
木
之
本)

川
田
　
早
苗
　(

木
之
本
町
杉
野)

教
野
　
律
子
　(

木
之
本
町
古
橋)

北
川
　
史
子
　(

木
之
本
町
黒
田)

葛
川
　
富
士
子
　(

木
之
本
町
古
橋)

久
保
田
　
い
そ
み(

木
之
本
町
杉
野)

久
保
田
　
美
代
子(

木
之
本
町
杉
野)

阪
本
　
八
重
子
　(

木
之
本
町
廣
瀬)

清
水
　
美
栄
　
　(
木
之
本
町
大
音)

大
賀
　
重
子
　
　(

木
之
本
町
西
山)

@
橋
　
幸
子
　
　(

木
之
本
町
古
橋)

@
山
　
幸
子
　
　(

木
之
本
町
木
之
本)

武
田
　
典
子
　
　(

木
之
本
町
小
山)

中
村
　
美
代
子
　(

木
之
本
町
石
道)

西
川
　
澄
子
　
　(

木
之
本
町
黒
田)

西
川
　
久
子
　
　(

木
之
本
町
金
居
原)

二
宮
　
節
子
　
　(

木
之
本
町
北
布
施)

橋
本
　
か
ず
み
　(

木
之
本
町
木
之
本)

早
川
　
紀
久
子
　(

木
之
本
町
廣
瀬)

林
　
　
あ
け
美
　(

木
之
本
町
赤
尾)

林
　
　
滿
須
美
　(

木
之
本
町
大
見)

福
井
　
久
子
　
　(

木
之
本
町
木
之
本)

藤
田
　
安
代
　
　(

木
之
本
町
木
之
本)

文
室
　
文
榮
　
　(

木
之
本
町
木
之
本)

堀
　
　
由
美
子
　(

木
之
本
町
木
之
本)

前
川
　
昭
子
　
　(

木
之
本
町
木
之
本)

前
田
　
和
美
　
　(

木
之
本
町
田
居)

前
田
　
み
き
江
　(

木
之
本
町
木
之
本)

丸
田
　
清
子
　
　(

木
之
本
町
古
橋)

三
家
　
加
夜
子
　(

木
之
本
町
赤
尾)

宮
前
　
美
津
子
　(

木
之
本
町
杉
野)

宮
部
　
小
百
合
　(

木
之
本
町
石
道)

横
関
　
悦
子
　
　(

木
之
本
町
大
音)

横
田
　
八
恵
美
　(

木
之
本
町
大
音)

吉
川
　
敏
子
　
　(

木
之
本
町
金
居
原)

小
谷
　
美
和
子
　(

余
呉
町
東
野)

◆
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て

地
域
福
祉
の
向
上
に
寄
与

◆
保
護
司
と
し
て
明
る
い
地
域

社
会
づ
く
り
に
寄
与

◆
医
師
と
し
て
保
健
衛
生
の
向
上
発

展
と
市
民
の
健
康
増
進
に
寄
与

◆
歯
科
医
師
と
し
て
保
健
衛
生
の
向
上

発
展
と
市
民
の
健
康
増
進
に
寄
与

◆
健
康
推
進
員
と
し
て
市
民
の

健
康
づ
く
り
の
推
進
に
寄
与

◆
自
治
会
長
と
し
て
自
治
行
政

の
推
進
に
寄
与

◆
消
防
団
員
と
し
て
自
治
消
防

の
責
務
に
精
励
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文化の日表彰公共交通

【
実
施
時
期
】

平
成
22
年
10
月
〜
平
成
23
年
３
月

【
実
施
方
法
】

長
浜
市
と
滋
賀
大
学
が
共
同

し
て
次
の
よ
う
な
調
査
・
研
究

を
行
い
ま
す
。

【
調
査
・
研
究
結
果
の
公
表
】

平
成
23
年
３
月
以
降
に
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公

表
し
ま
す
。

【
見
直
し
の
実
施
】

調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、

平
成
23
年
度
以
降
、
見
直
し
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。

【
そ
の
他
】

今
月
中
に
一
部
の
世
帯
に
公

共
交
通
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

票
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

鉄道を活かした湖北地域振興協議会では、運
転免許証を返納された高齢者の人を対象にＩＣ
ＯＣＡカード進呈するキャンペーンを実施して
います。
10月15日現在、受付数は22件（長浜市18件、
米原市４件）となっています。
この機会に、マイカーから公共交通への乗り

換えを検討されてみてはいかがでしょうか。
ICOCA受け取りまでの流れは右のとおりです。

【応募締切】11月30日（火）

■問 都市計画課交通対策室(7６５－６５６２)

■問 都市計画課交通対策室
(7６５－６５６２)

ICOCAカードを
プレゼント！

事前に運転免許証のコピーを取り、警察署で免
許を返納します。（運転免許取消通知書を受け
取ります。）

①返納

窓口にて即日ICOCAをお渡しします（各支所で
お申込みの場合は郵送）。③受取

運転免許取消通知書、運転免許証のコピー、印
鑑を持参のうえ、都市計画課窓口もしくは、浅
井・びわを除く各支所窓口でお申込みください。
※運転免許証のコピーと運転免許取消通知書の
代わりに、運転経歴証明書でも申込めます(返
納時に有料で発行)。

②申込

H

H

市
内
の
公
共
交
通
（
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
）
は
、
合

併
以
前
か
ら
の
運
行
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
地
域
に

よ
っ
て
運
行
の
方
法
や
利
用
に
大
き
な
違
い
が
み
ら
れ
ま
す
。

市
で
は
、
本
年
度
公
共
交
通
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
市

内
公
共
交
通
の
実
態
や
将
来
の
需
要
動
向
に
つ
い
て
調
査
・
研

究
を
行
い
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
に
向
け
た
包
括
的
な
公
共

交
通
の
見
直
し
に
取
り
組
み
ま
す
。

持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
確
立
に
向
け
て

〜
公
共
交
通
調
査
事
業
を
実
施
し
ま
す
〜

公共交通を皆さんで支えましょう
☆市では公共交通を支援して
います
マイカーの普及で私たちの暮らし

がたいへん便利になった一方で、民
間の路線バスは利用者が激減し、多
くの路線で経営が成り立たなくなり
ました。
市は、学生や高齢者の人など、ほ

かに交通手段を持たない人の移動の
手段を確保するため、コミュニティ
バスやデマンドタクシーの運行経費
を補助することで公共交通を支援し
ています。

☆公共交通の存続は
住みよい未来を拓くカギ！
高齢化が進む中、公共交通の役割

はますます重要となります。しかし、
厳しい財政状況の中、公共交通を支
える財源にも限度があります。
市のめざす「持続可能な公共交通」

は、必要とする地域に必要な形の公
共交通を提供し、市民の皆さんが、
少しでも利用機会を増やすことで存
続させていきたいと考えています。
公共交通しか移動手段を持たない人

の暮らしを守るため、マイカー利用の
皆さんも公共交通利用促進について、
ご理解とご協力をお願いします。

白
川
　
順
子
　(

余
呉
町
中
之
郷)

田
川
　
幸
代
　(

余
呉
町
東
野)

田
川
　
春
美
　(

余
呉
町
東
野)

武
友
　
き
よ
江(

余
呉
町
下
余
呉)

田
中
　
純
子
　(

余
呉
町
中
之
郷)

中
山
　
美
智
子(

余
呉
町
中
之
郷)

中
山
　
康
子
　(

余
呉
町
中
之
郷)

畑
野
　
崇
子
　(

余
呉
町
今
市)

東
野
　
千
鶴
　(

余
呉
町
東
野)

東
野
　
紀
恵
　(
余
呉
町
坂
口)

平
野
　
悦
子
　(
余
呉
町
坂
口)

藤
井
　
喜
美
代(

余
呉
町
下
丹
生)

冨
士
野
　
純
子(

余
呉
町
川
並)

布
施
　
み
さ
恵(

余
呉
町
坂
口)

堀
江
　
照
美
　(

余
呉
町
下
余
呉)

三
國
　
佳
未
　(

余
呉
町
下
丹
生)

三
國
　
好
美
　(

余
呉
町
下
丹
生)

水
上
　
正
恵
　(

余
呉
町
中
之
郷)

森
　
　
澄
子
　(

余
呉
町
東
野)

山
根
　
妙
子
　(

余
呉
町
中
之
郷)

山
本
　
ま
す
美(

余
呉
町
池
原)

岩
佐
　
幸
子
　(

西
浅
井
町
山
田)

葛
城
　
紀
子
　(

西
浅
井
町
大
浦)

桑
原
　
敦
子
　(

西
浅
井
町
塩
津
浜)

小
久
保
　
久
子(

西
浅
井
町
八
田
部)

鷦
鷯
　
久
子
　(

西
浅
井
町
塩
津
浜)

嶋
内
　
富
江
　(

西
浅
井
町
大
浦)

竹
内
　
經
子
　(

西
浅
井
町
山
田)

寺
下
　
澄
子
　(

西
浅
井
町
集
福
寺)

道
満
　
安
子
　(

西
浅
井
町
中)

中
原
　
紀
子
　(

西
浅
井
町
塩
津
中)

西
尾
　
美
末
　(

西
浅
井
町
中)

松
岡
　
時
代
　(

西
浅
井
町
菅
浦)

森
内
　
紀
子
　(

西
浅
井
町
横
波)

山
田
　
陽
子
　(

西
浅
井
町
集
福
寺)

横
井
　
明
子
　(

西
浅
井
町
岩
熊)

辻
　
　
政
雄
　(

高
月
町
井
口)

辻
元
　
典
夫
　(

西
浅
井
町
塩
津
浜)

横
田
　
弘
作
　(

西
浅
井
町
塩
津
浜)

田
中
　
美
衣

(

茨
城
県
つ
く
ば
市)

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

感
　
謝
　
状

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

故
　
田
中
　
英
男
氏
ご
遺
族

(

愛
媛
県
松
山
市)

◆
こ
の
道
ひ
と
す
じ

◆
体
育
の
振
興
に
寄
与

◆
戦
国
武
将
　
田
中
吉
政
の
肖

像
画
を
寄
付

��������
��������
��������
��������
��������
��������

55
年
に
わ
た
り
、
建
築
板
金
ひ
と
す
じ

に
従
事
。
一
般
住
宅
は
も
と
よ
り
神
社
仏

閣
な
ど
の
特
殊
な
板
金
工
事
を
数
多
く
手

掛
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

「
中
学
卒
業
後
、
京
都
で
建
築
板
金
見
習
工

か
ら
始
め
て
、
こ
れ
ま
で
建
築
板
金
一
筋

で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
奈
良
へ
出
か
け
銅

板
加
工
の
技
術
を
見
る
な
ど
、
技
術
を
磨

い
て
き
ま
し
た
。
職
人
は
死
ぬ
ま
で
勉
強

で
す
。
今
後
も
お
客
さ
ん
が
必
要
と
す
る

間
は
こ
の
板
金
の
仕
事
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

建
築
板
金
職
人

辻
元
　
典
夫
さ
ん

（
西
浅
井
町
塩
津
浜
）

浜
仏
壇
の
製
造
修
理
ひ
と
す
じ
に
50
年

近
く
精
励
。
塗
師
と
し
て
、
特
に
堅
地
仕

上
げ
の
呂
色
塗
り
を
得
意
と
さ
れ
る
な
ど
、

高
い
技
術
力
を
お
持
ち
で
す
。

「
漆
は
生
き
物
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、

温
度
・
湿
度
な
ど
日
々
変
わ
る
環
境
の
中
で
の

乾
燥
作
業
は
難
し
く
、
毎
日
が
真
剣
勝
負
で
す
。

手
塗
り
は
手
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
職
人
魂
と

い
う
か
納
得
い
く
ま
で
一
生
懸
命
に
仕
事
を
し

て
き
ま
し
た
。
職
人
に
卒
業
な
し
。
こ
れ
か
ら

も
自
分
の
技
術
を
磨
き
納
得
で
き
る
も
の
を
作

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

浜
仏
壇
塗
師

辻
　
政
雄
さ
ん

（
高
月
町
井
口
）

積
雪
や
ね
じ
れ
に
強
い
在
来
工
法
を
習

得
し
、
木
造
住
宅
建
築
ひ
と
す
じ
に
55
年

間
精
励
。
さ
ら
に
は
、
塩
津
神
社
等
の
改

修
工
事
も
手
掛
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

「
中
学
卒
業
後
の
修
行
は
厳
し
か
っ
た
で
す

が
、
そ
の
お
か
げ
で
施
主
さ
ん
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
や
め
た
い
と
思
う
時
も
あ
り
ま
し

た
が
、
今
に
な
っ
て
は
辛
抱
し
て
続
け
て

き
て
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
「
町
の
便
利
屋
さ
ん
」
と
し
て
仕

事
を
続
け
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。」

大
工横

田
　
弘
作
さ
ん

（
西
浅
井
町
塩
津
浜
）

○
運
行
デ
ー
タ
の
解
析

○
周
辺
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

○
事
業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ

○
地
区
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど



13 広報ながはま　2010年11月 広報ながはま　2010年11月 12

このコーナーは、市民の皆さんの活動の様子やまちで見か
けたほっとな話題を紹介するページです。
あなたが見つけたおもしろいものがあれば、秘書広報課広
報広聴グループ（7６５－６５０４）までお知らせください。

高月幼稚園の園児114人が近所のホリデー農園で
大きなさつまいもを収穫しました。後日、園舎近
くの田んぼで「焼きいもパーティー」を行い、園
児のみんなは、焼きたてのおいもを口いっぱいに
ほおばり大満足の笑顔を見せていました。

食欲の秋　焼きいもおいしいよ

10 ８ (金）

びわ水環境を守る生活推進協議会が水環境を考え
る「湖のまちフォーラムinびわ」をリュートプラ
ザで開催されました。フォーラムでは、びわ北小、
びわ南小、びわ中の児童生徒の体験発表等があり、
参加者は身近な水環境について考えていました。

美しい水を未来へ

10 16(土）

「大道芸フェスタin虎御前」が虎姫生きがいセン
ター周辺で開催されました。あいにくの天候で
したが、たくさんの人で賑わいステージで繰り
広げられる芸人さん達の人間離れした技の数々
に会場は笑いと驚きの声で包まれていました。

大道芸人達の妙技に拍手喝采！

10 10(日）

将棋ファンの拡大と文化によるまちおこしを目
的に日本将棋連盟長浜支部などが「ながはま将
棋まつり」を曳山博物館コミュニティ広場など
で開催されました。たくさんの将棋ファンがプ
ロ棋士との交流を楽しまれていました。

ながはま将棋まつり

10 23(土）

「あざいお市マラソン」が浅井文化スポーツ公園
ふれあいグランドをスタート・ゴールに開催され
ました。今年は、県内外から過去最高の3,315人
のランナーが参加。ランナーの皆さんはお江のふ
るさと浅井路を思い思いに楽しまれていました。

スポーツの秋　お江のふるさとを駆ける

10 10(日）

木之本の杉野小が堀川小(大阪市)と、伊香具小
が中村小(名古屋)と姉妹校交流を行われました。
杉野小はレクリエーションや一緒に給食を食べ
るなどで、また伊香具小では昔ながらの脱穀体
験やクリ拾いなどをして交流を深められました。

杉野小・伊香具小学校が姉妹校交流

10 ８ (金）

余呉地区の代表的観光スポット「余呉湖」の清掃を
目的に、余呉町観光協会が「余呉湖クリーンアップ
大作戦」を実施されました。参加した会員や地域の
皆さんは湖の西側を中心に清掃されましたが、予想
以上にゴミが少ないことに驚かれていました。

余呉湖クリーンアップ大作戦

10 16(土）

小谷城戦国歴史資料館前広場で、「小谷城ふる
さと祭り」が開催されました。祭りのラストを
飾る武者行列には今回の主役ともいえる浅井三
姉妹も行列に参加して、武者たちの勇ましさの
中にひときわ美しい華を添えていました。

小谷城ふるさと祭り

10 ３ (日）

木之本町出身のプロダンサー久保群青さんのプロデ
ュース第５段となる「ダンスフェスBOUND2010」
が、木之本運動広場駐車場で行われました。今回も
県内外のたくさんのチームがダンスを披露し、会場
は熱気と歓声に包まれました。

ダンスで地元を盛り上げよう

10 ２ (土）

NHK大河ドラマ「江～姫たちの戦国～」プレイベント

長
浜
城
の
再
興
を
契

機
に
昭
和
58
年
か
ら
始

ま
っ
た
長
浜
出
世
ま
つ

り
が
今
年
も
長
浜
市
街

地
一
帯
で
盛
大
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
和
装
が

似
合
う
ま
ち
長
浜
な
ら

で
は
の
イ
ベ
ン
ト
「
き

も
の
大
園
遊
会
」
に
は
、

雨
の
中
、
艶
や
か
な
着

物
姿
の
女
性
た
ち
約
７

０
０
人
が
参
加
、
３
万

５
千
人
の
人
手
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

10 ９ (土）

10 10(日） 10 ９ (土）

きもの大園遊会

豊公まつり 火縄銃大会

10 20(水） 杉野小 伊香具小
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ワンストップ・サービス・デイ、環境、税災害協定、市政の動き、座ぶとん会議

第２回長浜市地球温暖化実行計画（区域施策編）策定市民会議
【内　容】①実行計画の構成②現状と特性と課題③削減数値等の検討④削減のための方針と取り組み
【結　果】①異議なく了承②一部修正して了承③引き続き次回も検討④提案説明のみ
【担当課】環境保全課（7６５－６５１３）

第３回長浜市地球温暖化実行計画（区域施策編）策定市民会議
【内　容】①削減のための方針と取り組み②計画の推進③ワークショップ(2020年の長浜市の姿を検討)
【結　果】①②一部修正するとともに、将来の姿等についてさらに検討③温暖化対策が進んだ長浜市の姿を

検討し、意見をまとめ発表した。
【担当課】環境保全課（7６５－６５１３）

第２回長浜市地域公共交通会議
【内　容】高月観音号の今後の運行方針と市町村有償旅客運送の有効期間の更新について
【結　果】高月観音号は来年度に向け需要に即した見直しを行う。道路運送法に基づき、湖北地域の直営バ

ス２路線について、有効期間の更新を行う。
【担当課】都市計画課（7６５－６５６２）

長浜市教育振興基本計画策定委員会　第３回会議
【内　容】具体的施策、計画素案について
【結　果】今後５年間に取り組むべき具体的な施策と計画素案について、意見交換を行った。
【担当課】教育委員会事務局教育総務課（7７４－３７００）

９ 21(火）

９ ３ (金）

９ 28(火）

10 ４ (月）

※ここでは、「クリーン、わかりやすい、開かれた市政」の確立のため、市民の
皆さんに市役所内で「どのような会議」が開催され、「どのような結果」にな
ったか概略をお知らせします。

市政の動き
（９月１日～10月1５日）

※詳しくは、市ホームページ（http://www.city.nagahama.shiga.jp）をご覧ください。

���������
���������
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③

市
で
は
、
風
通
し
の
よ
い
開
か
れ
た

市
政
を
実
現
す
る
た
め
に
、
市
内
の
自

治
会
を
は
じ
め
、
自
主
的
な
地
域
活
動

を
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
等
を
対
象

に
、
市
長
が
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
の
声

を
聴
く
「
座
ぶ
と
ん
会
議
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

「
絆
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

西
黒
田
ふ
る
さ
と
振
興
会
議

９
月
11
日(

土)

、「
西
黒
田
ふ
る
さ
と
振
興
会
議
」

の
役
員
の
皆
さ
ん
と
第
三
回
「
座
ぶ
と
ん
会
議
」
を

行
い
ま
し
た
。

参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、
公
民
館
の
早

期
建
て
替
え
と
そ
の
後
の
管
理
運
営
体
制
な
ど
に
つ

い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
絆
」
が
希

薄
に
な
っ
て
い
る
時
代
の
中
、
地
域
の
人
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
、
金
太
郎
相
撲
大

会
を
毎
年
開
催
し
た
り
、
で
き
る
だ
け
住
み
慣
れ
た

西
黒
田
に
最
後
ま
で
暮
ら
し
て
ほ
し
い
と
介
護
予
防

を
目
的
に
転
倒
防
止
事
業
を
月
２
回
開
催
し
て
い
る

と
の
報
告
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
地
域
づ

く
り
協
議
会
を
設
立
し
て
か
ら
４
年
間
、
み
ん
な
が

一
生
懸
命
活
動
し
て
き
た
が
、
メ
ン
バ
ー
も
高
齢
化

し
て
き
て
こ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
く
か
不
安
と
い
う

お
話
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
長
も
、「
絆
」
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
健

康
で
長
生
き
し
、
健
康
を
維

持
す
る
た
め
、
地
域
で
公
民

館
を
活
用
し
た
様
々
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
。
現
在
の
高
齢
者
の
方
々

に
は
今
の
日
本
を
支
え
て
い

た
だ
い
て
き
た
こ
と
に
つ
い

て
感
謝
を
す
べ
き
で
す
の
で

介
護
に
つ
い
て
は
、
行
き
届

く
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
と
応
え
ま
し

た
。

▲老朽化が著しい西黒田公民館

「ワンストップ・サービス・デイ」を開催します

住宅等にお困りの離職された人（ハローワーク長浜管内にお住まいの人）が１つの窓口で各種サービスの
相談等ができる、「ワンストップ・サービス・デイ」を次のとおり開催します。
なお、当日は、ポルトガル語・スペイン語の通訳を配置します。

＜長浜会場＞
【日　時】11月30日(火)９時～16時（12時～13時除く）
【場　所】長浜市役所東別館 ６階 ６Ｃ会議室（長浜市八幡東町632）

＜米原会場＞
【日　時】12月１日(水)13時～16時
【場　所】米原地域福祉センター ゆめホール ２階 会議室（米原市三吉570）

＜相談内容＞
【仕　事】職業相談・職業訓練相談・雇用保険相談など
【住　宅】住宅手当相談・雇用促進住宅の入居相談など
【生　活】総合支援資金貸付相談・臨時特例つなぎ資金貸付相談・生活保護等関連相談など
【その他】こころの相談・多重債務相談など

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
民
間
非
営
利
団
体
）
や
企
業
、

学
校
な
ど
長
浜
市
内
で
環
境
美
化
活
動
を
積

極
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
団
体
を
支
援
し
て

い
く
た
め
に
、
新
た
に
「
長
浜
市
環
境
美
化

活
動
団
体
登
録
制
度
」
を
11
月
１
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
環
境
美
化
活
動
を
展
開
さ
れ
る
団

体
の
情
報
（
団
体
名
、
代
表
者
名
、
活
動
内
容
、

団
体
Ｐ
Ｒ
な
ど
）
を
市
に
登
録
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
内
容
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
団
体
の
Ｐ
Ｒ
や
団
体
同
士
の
連

携
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
始
め
る
も
の
で

す
。
団
体
活
動
の
充
実
の
た
め
、
こ
の
登
録
制

度
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
対
象
と
な
る
主
な
活
動
内
容

・
河
川
や
湖
沼
、
湖
岸
等
の
浄
化
活
動

・
公
園
や
道
路
等
の
清
掃
活
動

・
そ
の
他
環
境
美
化
活
動
に
関
す
る
活
動

●
登
録
方
法

「
長
浜
市
環
境
美
化
活
動
団
体
登
録
申
込

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
申
込
書
は
、
環
境
保
全
課
・
各
支
所
福
祉

生
活
課
窓
口
、
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
登
録
後
、
次
の
よ
う
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

・
登
録
さ
れ
た
情
報
を
市
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

・
市
民
や
公
的
機
関
か
ら
の
問
合
せ
に
対

し
、
登
録
事
項
を
提
供
し
ま
す
。

・
特
に
功
績
が
あ
る
場
合
に
、
表
彰
等
に

よ
る
顕
彰
を
推
進
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
環
境
保
全
課
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

環
境
美
化
活
動
団
体
登
録
制
度
11
月
１
日
ス
タ
ー
ト

〜
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
〜

■問 ハローワーク長浜（7６２－２０３０） お気軽にお越しください！

■問
環
境
保
全
課
（
7
６
５
―
６
５
１
３
）

税務署からのお知らせ
～相続又は贈与税に係る生命（損害）保
険契約等に基づく年金の税務上の取扱い
の変更について～

相続、贈与等により取得した生命保険
契約や損害保険契約等に係る年金の所得
税の取扱いを改めることとしました。
この取扱いの変更により、所得税の還

付を受けることができる場合があります。
詳しくは、下記の国税庁ホームページ

をご覧いただくか、最寄りの税務署にお
問合せください。

源泉徴収義務者のみなさまへ
～平成22年分年末調整説明会の開催～
説明会当日には、事前に送付しました

書類をご持参ください。

■問 長浜税務署法人課税第１部門
（源泉担当）（7６２－６１９２）

11月11日(木)～17日(水)は

「税を考える週間」
国税庁ホームページ　http://www.nta.go.jp

場　　所
長浜文化芸術会館
(大島町)
木之本スティックホール
(木之本町木之本)

時　　間
9時45分～正午
13時15分～15時30分

13時15分～15時30分

日
11/17
(水)
11/19
(金)

９
月
28
日
（
火
）、
市
は
災
害
時
に

お
け
る
応
急
救
援
活
動
へ
の
応
援
に
関

す
る
協
定
を
長
浜
総
合
建
設
組
合
と
結

び
ま
し
た
。

こ
の
協
定
で
は
、
長
浜
市
内
で
地
震

や
風
水
害
そ
の
他
の
災
害
が
発
生
し
た

時
に
、
市
の
要
請
に
基
づ
い
て
、
土
木

資
機
材
や
労
力
等
を
提
供
す
る
こ
と
な

ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

【
協
定
内
容
】

人
命
救
助
、
公
共
土
木
建
築
施
設
の

応
急
復
旧
、
応
急
仮
設
住
宅
の
建
設
、

被
災
住
宅
の
応
急
修
理
等
に
必
要
な
土

木
資
機
材
や
労
力
等
を
提
供

※
長
浜
市
に
お
け
る
災
害
時
に
関
す
る

応
援
協
定
の
締
結
状
況
は
、
鯖
江

市
・
大
垣
市
・
彦
根
市
・
大
府
市
・

揖
斐
川
町
な
ど
の
自
治
体
や
民
間
団

体
等
の
ほ
か
、
合
わ
せ
て
約
90
件
の

協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

長
浜
総
合
建
設
組
合
と
災

害
時
の
応
援
協
定
を
締
結

花
澤
組
合
長
（
左
）
と
藤
井
市
長

▲
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子育て、健康人権

石綿による疾病に気づいていない人を探しています
石綿による疾病は、数十年前の仕事でも発症します。
◎もう一度思い出してください
過去に石綿を取り扱う仕事をしていたことがありませんか。
または、過去に仕事で石綿を吸い込んだ可能性はありませんか。
◎今、お体は大丈夫ですか
息切れ、せき、胸が苦しい等の症状が出ていませんか。
中皮腫、肺がん等の病気で療養されていませんか。
◎ご家族などで…
中皮腫、肺がん等で亡くなられた人はいませんか。
※心当たりのある人は、最寄りの労働基準監督署または都道府県労働局に、ご相談ください。

健康教室のお知らせ
～冬季に悪化しやすい

皮脂欠乏症皮膚炎について～
【と　き】11月11日(木)13時30分～
【ところ】市民交流センター（地福寺町）
【テーマ】「皮脂欠乏症皮膚炎」
【講　師】かねい皮ふ科クリニック　

院長　鐘居昭弘　先生

原子爆弾被爆者二世の健康診断の実施について
【対 象 者】
被爆者健康手帳を持っている父または母（死亡している
者を含む）の二世であり、父または母の被爆以後に出生
した人であって、被爆者健康手帳を持っていない人。

【申込期間】
11月１日(月)～11月26日(金)

※実施期間、検査項目、費用、受診できる医療機関等の
詳細は、下記までお問合せください。

■問 湖北医師会（7７４－３７０７） ■問 長浜保健所保健福祉課(7６５－６６６２)

たんぽぽクリスマス会
12月7日(火),9日(木),10日(金)
10時～11時30分　※学区別
長浜市民交流センター
240組(1回80組)

サンサンランド子育て支援センター
〒526-0036地福寺町4-36

7６２－３７１２
市内在住の１歳以上の未就園のお子さんとそのおうちの人

各センター窓口か、はがきで。いずれか１か所にお申込みください。
参加親子の氏名（ふりがな）、お子さんの年齢、住所、電話番号をお知らせください。(サンサンランドでは小学校区名もお知らせください。)

11月16日(火)～11月30日(火) 定員になり次第しめきります。

と き

と こ ろ
募集組数

申 込 先

お問合せ
対 象 者

申込方法

申込期間

わくわく広場クリスマス会
12月16日(木),17日(金)
10時～11時30分
浅井子どもの館
60組(1回30組)

こどもらんど子育て支援センター
〒526-0235佐野町47
7７４－４５６７

のびのびクリスマス会
12月15日(水)
10時～11時30分
びわ認定こども園

50組
のびのびらんど子育て支援センター
〒526-0116八木浜町26-1

7７２－８１７７

あいあいクリスマス会
12月1日(水),3日(金)
10時～11時30分

あいあいらんど子育て支援センター
100組(1回50組)

あいあいらんど子育て支援センター
〒529-0264高月町柳野中400

7８５－５５７７

名 称
開 館 日
開館時間

住 所

電話番号

そ の 他

チャイルドハウス子育て支援センター
月曜日～金曜日
9時30分～13時
田村町1606-3

(チャイルドハウス児童センター内)
7６４－４８２２

ニコニコ広場
火曜日～金曜日(月1回土曜日)

9時30分～13時
小谷丁野町723-1
(小谷児童館内)
7７８－０９３５

子育て広場スキップ
火曜日・水曜日・木曜日

9時～15時
勝町490

(六荘公民館内)
7６２－１２１２

11/10(水)つくってあそぼう！、17(水)おは
なし会、24(水)お誕生日会、12/ 8(水)クッキ
ング、15(水)つくって遊ぼう！リズム遊び

11/20(土)ニコニコタイム、12/18(土)ニコニ
コタイム、22(水)フリーの日（年間登録をさ
れた人対象ですが、上記の事業はどなたでも
参加していただけます。お問合せください。）

11/９(火)おはなし会、12/10(金)クリスマ
ス親子リトミック、14(火)おはなし会(毎週
木曜日は子育て相談も行っています。)

配偶者等からの暴力、性犯罪、売買春、セク
シュアル・ハラスメント、ストーカー行為等、
女性に対する暴力は女性の人権を著
しく侵害するものであり、決して許
されるものではありません。
この運動期間をきっかけに、女性

に対する暴力について考え、暴力の
ない社会づくりをすすめましょう。

夫やパートナーからの暴力、職場等におけるセクシ
ュアル・ハラスメント、ストーカー行為といった女性
をめぐる様々な人権問題について、人権擁護委員・法
務局職員がお話をうかがいます。ひとりで悩まず、気
軽にお電話ください。(平日：８時30分～17時15分）

女性の人権ホットライン
7０５７０－０７０－８１０

◆強化週間 11月15日(月)～21日(日) 
平日：８時30分～19時／土日：10時～17時

11月12日～25日は、
「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

人権尊重啓発作品入選展を開催します
市内の小・中学生が、友達や家族への思い・いの

ちの大切さなどについて考え作成した、人権に関す
る詩・標語・ポスターの入選作品を巡回展示します。
ぜひ、子どもたちのあたたかい思いにふれてみて

ください。

☆11月20日(土)～30日(火)
浅井文化ホール ホワイエ
☆12月２日(木)～９日(木)
西友 長浜楽市店　赤い屋根の広場
☆12月11日(土)～19日(日)
高月図書館２階

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク ■問 大津地方法務局人権擁護課(7077-522-4673)
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ヨコのカギ
１．大切にしよう、みんなの○○○。
４．人権イメージキャラクターは、人ＫＥＮまもるくん

と○○○ちゃん。
６．2014年サッカー ワールドカップ開催国。
８．陸地が水と接するところ。みずぎわ。
９．扇は、○○○○とも言います。
12．ゴミは、ちゃんと○○○○に捨てましょう！
14．徳川御三家のひとつの領地。
16．気は優しくて、○○○もち。
18．啄木作「ふるさとのなまりなつかし○○○○○の…。

応募・問合せ先
〒526-0031長浜市八幡東町253－4
大津地方法務局 長浜支局内「人権クロスワードパズル係」

【こたえ】
考えよう
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挑戦しませんか？
人権クロスワードパズル
12月４日から10日までは「人権週間」です。ク

ロスワードパズルに挑戦しながら、今一度人権に
ついて考えてみませんか？ア～キを並びかえ、こ
たえの□にあてはめて言葉を作ってください。

【応募方法】12月10日(金)※必着
ハガキにこたえと、住所・氏名・年齢および人

権についての思いや意見を書き添えて、下記まで
送付してください。正解者の中から抽選で記念品
をお贈りします。

※７日(火)：長浜北･神照小学区･びわ･余呉･西浅井地域　９日(木)：長浜小学区･虎姫･高月･木之本地域　10日(金)：長浜南･南郷里･北郷里小学区･浅井･湖北地域

長浜市では保育園や幼稚園へ入っていない就学前（０歳～５歳）のお子さんとおうちの人を対象に子育て
の楽しさや大切さを体験する広場などを開催したり、子育てサークル（仲間づくり）の応援をしています。
上記以外に、下記の３か所でも行っています。一度のぞいてみてください！

遊びに
きてね♪
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クマ・毒キノコに注意、耐震診断、防犯国民年金、市長コラム

市長 
コラム⑤ 
市長 
コラム⑤ 「

ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術

市
内
秋
一
色
」

秋
の
青
空
が
広
が
り
清
々
し
い
陽

気
で
す
。
各
地
で
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ

の
祭
典
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

10
月
10
日(

日)

、
長
浜
の
市
街
地

を
彩
る
「
豊
公
ま
つ
り
」
武
者
行
列

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
賤
ヶ
岳
の
合
戦

に
勝
利
し
た
豊
臣
秀
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行
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茶
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約
二
百
人
の
市
民
が
参
加
さ
れ
て
、

き
ら
び
や
か
な
時
代
絵
巻
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

実
は
、
こ
の
武
者
た
ち
の
衣
装
は

地
元
の
皆
さ
ん
が
研
究
し
材
料
を
集

め
「
手
作
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」
で
縫
い
合
わ
せ
て
作

成
さ
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た
も
の
で
す
。
私
は
こ
の
荘

厳
な
「
作
品
」
を
着
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し
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緊
張
感

と
使
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感
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持
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に
立
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ま
し
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沿
道
の
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観
光
客
か
ら
拍
手
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歓
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が
あ
が
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中
、
太
鼓
と
笛
が
奏
で
ら
れ
、
に
ぎ

や
か
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
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こ
の

祭
り
も
地
域
の
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が
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吉
公
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城
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た
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統
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域
に
根
差
し
た
吐
息
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
結
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で
す
。
秀
吉
公
を
演
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改
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て
こ
の
大
切
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故
郷
の
行
事
を
次
の

世
代
に
伝
え
て
い
く
大
切
さ
を
汗
を

か
い
て
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ま
し
た
。

第
20
回
の
「
あ
ざ
い
お
市
マ
ラ
ソ

ン
」
が
開
か
れ
、
参
加
者
は
全
国
か

ら
三
千
三
百
人
を
超
え
、
過
去
最
大

規
模
と
な
り
ま
し
た
。
マ
ラ
ソ
ン
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ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
年
齢
や
性
別
を
問
わ
ず
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
た
い
へ
ん
人
気
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ま
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私
も
時
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見
つ
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い
て
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ま
す
。
美
し
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自
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空
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エ
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ク
・
ワ
イ
ナ
イ
ナ
選
手
」
の
笑
顔
が

最
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で
し
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。

※至誠通天
誠を尽くせば天が
味方してくれること

■問彦根年金事務所　お客様相談室
（7０７４９－２３－１１１６）

■問彦根年金事務所国民年金課（70749－23－1114）

▲笑顔のワイナイナ選手と ▲秀吉公に扮する

冬眠前のクマの活動時期
に入りました
今年は、市内でクマの目撃情報

が多数寄せられています。そこで、
次の点に注意をお願いします。

○クマの餌場をなくすために
・収穫しない果樹（柿や栗など）は、伐採する
か、果実を始末してください。また、神社や
民家にミツバチの巣がないかを確認してくだ
さい。

○山でのクマとの遭遇を防ぐために
・入山する時は単独行動はなるべくとらず、ク
マに対して自分の存在を知らせるラジオ、笛、
鈴などを携帯し、常に音を出して行動してく
ださい。

○万一、クマに遭遇した場合について
・クマの目撃は、早朝と夕方以降に集中してい
ます。目撃した時は、速やかに市役所または
警察に連絡してください。
・クマがこちらの存在に気づいていない時は、
ゆっくりとクマが見えない方向まで離れてく
ださい。
・子グマに出会っても近寄らないでください。
近くに母グマがいる可能性が高いため、速や
かにその場所を離れてください。

■問 農林水産課（7６５－６５２２）

毒キノコによる食中毒に
注意しましょう！

■申 滋賀県長浜保健所（7６５－６６６４）

キノコ狩りの季節になると、毎年全国でキ
ノコによる食中毒事件が発生しています。
キノコによる食中毒は、生命に関わること

があります。正しい知識を身につけてキノコ
による食中毒を防止しましょう！
長浜市においても、平成19年・21年の秋

にキノコ(ツキヨタケ)による食中毒事件が発
生しています。

毒キノコによる食中毒防止のために
●知らないキノコは絶対に食べないこと！
（キノコによる食中毒は、すべて野生
のもので発生しています）

●キノコの鑑別は非常に難しく素人判断は
危険です！
●毒を消す調理法はありません！
（迷信的なことは信じないこと）

無料たいしん診断
申込受付期間延長

■問 建築課建築指導グループ（7６５－６５５１）

市では、滋賀県で登録されたたいしん診断
員を派遣し、市内の木造住宅を対象に無料の
たいしん診断を行っています。

【対象となる木造住宅】
市内の次の要件を満たす住宅
・昭和56年５月31日以前に着工され、完
成しているもの　等

【対象者】
上記の木造住宅の所有者

【申込期間】
平成22年12月24日(金)まで延長

【申込方法】
所定の申込用紙に必要事項を記入し、建築
物の建築時期・延べ面積のわかる書類を添
えて、建築課までご提出ください。（郵送可）

11月25日(木)～12月１日(水)は
犯罪被害者週間です

■問 市民自治振興課（7６５－８７２２）

犯罪被害者やその家族、遺族の皆さんが再
び平穏に暮らせるようになるには、私たち一
人ひとりの理解と配慮が大切です！！

犯罪被害にあわれた人や
その家族の人へ
ひとりで悩んでいませんか？
困っていること、不安なこと、
なんでもご相談ください。

滋賀県犯罪被害者総合窓口
(県公安委員会指定
ＮＰＯ法人おうみ犯罪被害者支援センター）

7０７７－５２５－８１０３
相談時間：月～金 10時から16時

（祝日･年末年始を除く）
※個人の秘密は固く守られますのでご安心ください。

老齢や退職による年金は所得税法上「雑所得」と
して所得税が課せられます。（障害年金・遺族年金
は課税されません。）
課税の対象となる人には、11月上旬に日本年金

機構から「扶養親族等申告書」が送付されますので
必ず期限までに提出してください。

提出期限：12月１日(水)

提出を忘れると各種控除が受けられず、所得税が
多く徴収される場合がありますのでご注意くださ
い。なお、年金以外に収入がある人は確定申告が必
要です。

年金受給者の皆さん
『扶養親族等申告書』は
期限までに提出しましょう！

国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告におい
て全額が社会保険料控除の対象となります。その年の
１月１日から12月31日までに納付した保険料が対象
です。
この社会保険料控除を受けるためには、支払ったこ

とを証明する書類の添付が義務付けられています。
このため、平成22年１月１日から９月30日までの

間に国民年金保険料を納付された人に「社会保険料
（国民年金保険料）控除証明書」を送付します。発送
時期は11月上旬です。年末調整や確定申告を行うまで
大切に保管してください。
また、10月１日から12月31日までの間に今年はじ

めて国民年金保険料を納付された人には、来年の１月
下旬に送付されます。
控除証明書が届かない場合または紛失された場合は

彦根年金事務所で再発行の手続きをしてください。

控除証明書専用ダイヤル
7０５７０－０７０－１１７
（一般固定電話の場合のみ市内通話料金）

※IP電話の人は7０３－６７００－１１３０にお電話ください。

「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が発行されます
～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～

※平成23年分「扶養親族等申告書」が送付される人

・65歳未満で年金額が108万円以上
・65歳以上で年金額が158万円以上
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多文化共生、消費生活相談、青少年

皆さんこんにちは！
11月に入り、日が短くなりましたね！
今回は「ジュース」について紹介したいと思いま

す！
日本ではジュースといったら炭酸飲料水と果物、

野菜等で作られる飲み物を統一し、「ジュース」と呼
ぶのですが、ブラジルでは炭酸飲料水とジュースは
別扱いになります。
炭酸飲料水はひとつの呼び方で、果物や野菜で作

られた飲み物をジュースと呼びます。
ブラジルではオレンジジュースは市販されている

ものもありますが、レストランや喫茶店などでオレ
ンジジュースを頼むと、90％の割合で果物を搾った
ものが出されます。その日の運によって甘いオレン

ジジュースが出てくる場合もありますが、運が悪け
ればとてもすっぱくて砂糖を混ぜないと飲めないよ
うなときもあります。
何年か前からオレンジと他の果物を合わせてジュ

ースが作られるようになりました。様々な組み合わ
せがあるのですが、例えば：オレンジとアセロラ、
パイナップルとはっか、マンゴーとりんご、など。。。
果物を２つあわせることが多いのですが、果物を

３つあわせて新しいジュースを作ったりします。ミ
ックスジュースで私が一番好きなのはオレンジとパ
パイヤのジュースです！嫌いな人もいますが、私は
美味しいと思います！後はライムジュースやマンゴ
ージュース、カシュージュースが好きです！
好きなものが多すぎて、お店に行ったときは何を

飲もうかと迷ったりします！

ワンポイントポルトガル語講座：

Suco
ス ッ コ

Natural
ナ ト ゥ ラ ウ

→果物ジュース（搾りたて）

長浜市国際交流員
ロザリ－ナ

ジュース　果汁100％

消費生活相談コーナー 消費生活相談コーナー 

こんなものまで訪問販売するの？

■問 環境保全課 消費生活相談窓口
（7６５－６５６７、FAX６５－６５７１）

相談者（市内男性50歳）
ある日若い男性が、有名な神社のお札

ふ だ

を3,000円で
買って欲しいと訪ねてきた。有名な神社からのお札だ
ったので購入した。そのことを知人に話すと騙された
のではないかと言われた。
返したいが連絡先が分からないので教えて欲しい。

消費生活相談員
今回のお札は「○○大社」なのに、「○○大神」に

なっていました。領収書もなく連絡先は分かりません
でした。有名な神社・仏閣には訪問販売をしていると
いうところもありますが、有名な神社・仏閣を名乗り
お札やお守りの偽物を売りに来る悪質業者もいます。
寺院からの人は写真付きの証明書を提示するように義
務付けられ、お札の価格は1,000円前後で販売し領収
書を発行しているとのことです。くれぐれも気をつけ
て購入してください。

いらない物ははっきり断ることが大切です。
「一人で判断せずに周りの人に相談して購入する
かどうか決めましょう！」「急がせるときは変だ
なと思ってください！」また、「家族に内緒に！」
といわれるのは怪しいと思ってください。

■問 長浜市青少年育成市民会議事務局（生涯学
習・文化スポーツ課内7６５－６５５２）

≪長浜市青少年育成市民のつどい≫
【日時】11月28日(日) 13時～
【会場】湖北文化ホール（湖北町速水）
【内容】●活動事例発表

・吹奏楽演奏（湖北中学校）
・サムルノリクラブ「すずらん」(富永小学校)
●「明るい家庭づくり」標語表彰
●小・中学生による意見発表
●基調講演「深刻化するネットいじめその

現状と大人の役割」
講師：渡辺 真由子 氏

≪「明るい家庭づくり」標語優秀作品決定≫
■長浜市長賞
対話から　笑顔の花咲く　明るい家庭

野口　成人さん(一般)
■長浜市青少年育成市民会議会長賞
たくさんの　笑顔あふれる　家が好き

市川　桃子さん(浅井中１年)
■長浜市青少年育成市民会議家庭対策部会長賞
我が家から 世界に広がれ　笑顔の輪

山本　逸人さん(神照小６年) 
「ねぇ…聞いて」 つながる会話　家族の輪

樋口　寧々さん(湯田小４年)
かぞくはね みんなわたしの　おうえんだん

山} かのんさん(朝日小１年)

11・12月は「長浜市青少年健全育成強調月間」

イベントなど
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「長浜黒壁・歴史ドラマ50作館」12月25日(土) 先行オープン！
「小谷・江のふるさと館」「浅井・江のドラマ館」平成23年1月15日(土)オープン！

博覧会のメイン３会場をはじめ、関連施設などの入場券
がセットになったお得な前売券です。
【利用可能施設】メイン３会場、博覧会バス、小谷城戦国

歴史資料館、浅井歴史民俗資料館
【前売料金】
大人1,000円
小中学生500円
※長浜市・米原市内の
小中学生には別途無
料券を配布予定

全国からお越しになる観光客の皆さ
んを、地域みんなでお迎えしませんか。
＜活動内容＞
・博覧会会場や巡回バスでの案内
・イベントや会場運営等のお手伝い
※登録制ですので、ご都合に合わせて
ご参加いただけます。

博覧会ボランティアスタッフ募集中！お得な前売券 好評発売中！

■問 江・浅井三姉妹博覧会実行委員会事務局
（7６３－５３４１）

クラシックカー約70台が長浜にやってくる！
東京から京都までを４日間かけてクラッシクカー

がラリーをします。その中継地として約70台が長
浜のまちなかにやってきます。当日は、雅楽師の東
儀秀樹さんも参加者の一人として来られますので、
ぜひご来場ください。

【と　き】11月7日(日)
17時頃

【ところ】黒壁スクエア付近

びわ湖大学駅伝開催！
11月20日（土）、「びわ湖大学駅伝兼第

72回関西学生対校駅伝
競走大会」が琵琶湖西
岸で開催されます。
長浜市役所西浅井支

所がスタート地点とな
ります。市民の皆さん
の会場や沿道での応援
をお願いします。
なお、当日は一部道

路で交通規制が行われ
ます。ご理解とご協力
をお願いします。

「ラリーニッポン RALLYNIPPON」

■問 ㈱黒壁（7６５－２３３０） ■問「びわ湖大学駅伝」事務局（706-6366-1833）

■問 いびがわマラソン実行委員会（7０５８５－２３－０１１７）

国道303号線交通規制のお知らせ

11月は労働時間適正化キャンペーン期間です

11月14日（日）、「2010いびがわマラソン」実施のため交通規制がかかります。岐阜県揖斐郡揖斐川町内（揖
斐・久瀬・藤橋地区内）の国道303号線は、交通渋滞が予想されますので、ご理解とご協力をお願いします。

全国一斉「労働時間相談ダイヤル」（無料）を実施します。
日時：11月６日(土) ９時～17時

フリーダイヤル　０１２０－７９４
なくしましょう

－７１３
ながいざんぎょう

見
　
本

８時
スタート
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情報

【と　き】11月25日(木)10時～11時30分
【ところ】サンサンランド(地福寺町)
【講　師】mupic(ムピック：生涯学習

音楽指導員)
【対　象】妊娠中の人とその家族、生

後５か月くらいまでの赤ち
ゃん親子25組

【参加費】100円/大人一人
【締切り】11月18日(木)
■申生涯学習・文化スポーツ課(7６５－
６５５２、FAX６５－６５７１)

心の病気・精神しょうがいのある人
が、誰でも地域でその人らしく暮ら
していける社会づくりをめざします。
【と　き】11月30日(火)受付13時～

13時30分～15時30分
【ところ】市民交流センター(地福寺町)
【演　題】「このまちで、ありのままに

暮らしたい」
【講　師】塚本正治氏(大阪精神障害

者連絡会事務局長)
【参加費】無料
【申込み】不要
■申障害者支援センターそら 担当：下川
（7６８－２２５５）

①警備技能講習
【ところ】アーバンホテル草津(草津市)
【講習期間】12月1日(水)～9日(木)

土日除く全７日間9時～16時
【締切り】11月18日(木)必着
②ホテル・旅館スタッフ技能講習
【ところ】おごと温泉 花街道(大津市)

アーバンホテル草津(草津市)
【講習期間】平成23年１月17日(月)～

28日(金)土日除く全10日
間13時～17時

【締切り】平成23年１月６日(木)必着
※①②共通
【対　象】60歳代前半の滋賀県在住者
【定　員】各40人(申込多数は抽選)

≪松≫
【と　き】11月16日(火)

９時～
【ところ】臨湖(港町)
≪低木≫
【と　き】11月18日(木)９時～
【ところ】臨湖(港町)
≪雪吊り≫
【と　き】11月19日(金)９時～
【ところ】湖北高齢者福祉センター

(湖北町速水)
≪梅≫
【と　き】12月９日(木)

９時～
【ところ】湖北高齢者福祉センター

(湖北町速水)
※共通事項
【定　員】各30人(先着順)
【参加費】無料
■問 (社)長浜市シルバー人材センター　
(7６５－３３６７)

滋賀県立障害者福祉センター（草津
市）に通えない小学生以上のしょう
がい者を対象に開催します。
【と　き】11月21日(日)、12月18日

(土)、平成23年1月16日(日)、
2月5日(土)、3月20日(日)

小学生　　：9時30分～10時30分
中学生以上：10時45分～11時45分
【ところ】甲良町保健福祉センター温

水プール(甲良町在士)
【定　員】小学生：15人(先着順)

中学生以上：15人(先着順)
【受講料】無料
【申込方法】電話またはFAXで下記まで
【締切り】11月14日(日)
※詳しくは下記まで。
■申滋賀県立障害者福祉センター
(7０７７－５６４－７３２７、
FAX０７７－５６４－７６４１)

シベリア戦後強制抑留者に対する特
別給付金の請求受付が、平成22年10
月25日(月)から始まりました。詳し
くは、下記まで。
【受　付】9時～18時(土日祝日は除く)
■問独立行政法人平和記念事業特別基金
事業部特別給付金担当（０５７０－
０５９－２０４、IP電話、PHSから
は０３－５８６０－２７４８）

【と　き】11月17日(水)13時30分～
【ところ】長浜市役所別館４階第２会議室
【内　容】長浜市景観計画（一部改訂

案）の公聴会です。
※事前に公述書の提出が必要です。
詳しくは下記まで。

■問都市計画課（7６５－６５６２）

【と　き】11月７日(日)８時～11時
※小雨決行、雨天中止

【ところ】長浜地方卸売市場北側野菜
畑(高橋町地先)

【内　容】白菜、キャベツ、大根、ブ
ロッコリー、じゃがいも、
とうもろこしの収穫体験

【持ち物】長靴
【参加費】無料(収穫した野菜は実費)
■問長浜地方卸売市場(7６３－４０００）

エトワール～一番星を目指して～
【と　き】11月10日(水)10時～16時
【ところ】滋賀県調理短期大学校（分木町）
【内　容】学生、卒業生、講師の料理

作品55点展示、特製カレー
(サラダ付)の販売(11時～13
時30分、1皿500円)など

■問 滋賀県調理短期大学校(7６２－０７９５)

直どり野菜の収穫体験

滋賀県調理短期大学校料理作品展示会

長浜市景観計画公聴会

催し・行事

マタニティ広場「おんがくのおくりもの」

～心のバリアフリーをめざして～
地域啓発講演会

再就職・就業支援　　　　
シニア対象『講習会』

講座・教室
戦後強制抑留者の皆さんへ

平成22年度短期水泳教室

剪定講習会

情報

【と　き】11月20日(土)13時～16時
12月７日(火)10時～14時

【ところ】長浜市民交流センター相談室
【相談員】下地久美子さん(臨床心理士)
【料　金】無料
※託児あり(要予約)、秘密厳守
■申平日：人権施策推進課
(7６５－６５５６　専用ダイヤル)
土日：長浜市民交流センター
(7６５－３３６６)

【と　き】11月20日(土)受付13時～
13時20分～15時30分

【ところ】市民交流センター(地福寺町)
【演　題】おっぱいは子育ての根っこ

そして話かけ育児
【講　師】永山美千子氏(家庭医学ジャ

ーナリスト)
【参加費】無料（要申込）
【締切り】11月14日(日)
※託児(1歳以上)あり
(要予約: 100円、抽選)
■申長浜わくわくおっぱい塾
(氏名・電話番号・託児の有無を明記)
Eメール:n0909o@yahoo.co.jp

平成23年4月3日の発表会に向けて練
習し、当日はプロのミュージシャン
と一緒に貴重な演奏体験ができます。
【と　き】11月13日～平成23年４月まで

土曜日午前中(全12回)
【ところ】長浜公民館(高田町)
【対　象】小学１年生～小学６年生
【定　員】８人(先着順)
【参加費】無料
■申ドレミ・ポップコーン
クラブ (7６８－１２１２)

【申込方法】電話かＦＡＸまたはハガキ
で下記まで。

※最終日には、ハローワークと共同
で就職面接会を開催します。

■申 (社)滋賀県シルバー人材センター
連合会（〒520-0054大津市逢坂
1-1-1 7０７７－５２５－４１２
８FAX０７７－５２７－９４９０）

【と　き】12月２日(木)～平成23年2
月10日(木)(全10回)

ベーシックコース(初心者向き)
18時45分～19時35分
チャレンジコース(経験者向き)
19時40分～20時30分
【ところ】滋賀県立長浜ﾄﾞｰﾑ(田村町)
【内　容】エアロビック・ダンス
【定　員】30人(各コース/先着順)
【受講料】3,500円(各コース)
【申込方法】窓口か電話またFAXで
■申滋賀県立長浜ドーム(7６４－０８
０８、FAX６２－２００６)

【長浜地域】11月25日(木)18時～20時
長浜市民交流センター

【浅井地域】11月26日(金)18時～20時
湯田公民館

【びわ地域】11月26日(金)19時30分～21時
びわ公民館

【虎姫地域】11月26日(金)18時～20時
時遊館

【湖北地域】11月15日(月)18時～20時
湖北福祉ステーション

【高月地域】11月10日(水)13時～15時
高月支所4階4 -A会議室

【木之本地域】11月18日(木)15時～17時
公立木之本公民館

【余呉地域】11月27日(土)13時～16時
山村開発センター

【西浅井地域】随時
西浅井支所で取次

■問農林水産課(7６５－６５２２)

エアロビクス教室 第Ⅲ期

伝統文化子ども教室
やさしいお琴教室

長浜わくわくおっぱい塾講演会

いきいき市民活動

11月の税・料
市・県民税　　　　　第３期
国民健康保険料　　　第６期
介護保険料　　　　　第６期
後期高齢者医療保険料 第５期

不用品交換情報（10月15日現在）
ください（無料）
○和室テーブル小型○幼児用三輪車
○ホームコタツ小型○プラスティッ
ク製湯たんぽ○二槽式洗濯機○洗濯
機○チャイルドシート○室内すべり
台○室内ぶらんこ○パイプイス○室
内ジャングルジム○餅つき機○男児
自転車（12～14ｲﾝﾁ）
ゆずります（有料）
○餅つき機２升用○パソコンラック
○食卓テーブル○２段ベビーダンス
○５段カラーボックス○座敷机（中
央コンロ用穴付）○アコースティッ
クギター○室内すべり台○３～４才
用足ふみ車○子ども用室内足けり車
○幼児用おもちゃ○おんぶひも○幼
児用テーブルフックオンチェアー
ゆずってください（有料）
○シーカヤック○二槽式洗濯機
■問環境保全課(7６５－６５１３)
現物は保管していません

結婚相談

相　　談

女性の悩み相談(要予約)お知らせ
【診療日】11/3,11/7,11/14,11/21,11/23,

11/28,12/5,12/12,12/19,
12/23,12/26,12/30,12/31

【診療時間】９時～18時
【受付時間】８時30分～11時30分

12時30分～17時30分
【場　所】八幡東町６３２番地

（長浜市保健センター内）
【電話番号】６５―１５２５
【診療科】内科・小児科
※受診時は保険証・お薬手帳をお忘
れなく。

■問健康推進課（7６５－７７７９）

長浜米原休日急患診療所
11・12月の診療日のお知らせ

納期限は、11月30日(火)

☆看護師さん募集☆
看護師さん（常勤・非常勤）募集します。
新築ステーションで訪問看護しましょう。

[場　所] 湖北町山本、朝日幼稚園の北側
[時　期] 平成23年5月上旬より本格的活動
[面　接] 平成22年12月（日時は電話で）
[問合せ] 源内クリニック　担当：七里

（7０７４９－７９－８０１４）

（
広
告
）

（
広
告
）

※広報ながはまに広告を掲載していただける事業者を募集しています。
詳しくは、秘書広報課広報広聴グループ（7６５―６５０４）まで。
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Cまちの人口
平成22年10月1日現在　　人口　125,832人　　　男　61,541人　　　女　64,291人　　　世帯数　44,364世帯

９月中の異動　　　　　 転入　293人　　転出　375人　　出生　83人　　死亡　85人　　婚姻　55件

北川　志
し

音
おん

さん・
りん

さん（大路町)
平成17年8月生まれ・平成21年2月生まれ

おしゃれで妹思いの志音ちゃんと、いつもよくご飯
を食べる凛ちゃん。10月に生まれた拓磨くんとも仲
良くしてね。

岸田　このぶ さん（高月町東物部)
平成21年5月生まれ

笑顔がとっても似合う0このぶ
最近一人歩きできる00このぶ
とにかくかわいすぎる0このぶ
私達の「宝物」です

■問長浜市曳山博物館（7６５－３４４０）

【と　き】平成23年１月11日(火)まで
９時～17時（入館は16時30分まで）

【休館日】12月29日(水)から平成23年1月３日(月)

【入場料】大人600円　小人300円

【場　所】長浜市曳山博物館（元浜町14-8）

▲豊臣秀吉像(萬歳楼瀬田町組蔵)

長浜市曳山博物館開館10周年記念　特別展

湖北長浜“秀吉伝説”
－長浜曳山祭の源流を探る－

関連催事
①特別展開催記念講演会「秀吉の先祖観と宗教政策」
【と　き】11月14日(日)13時30分から
【ところ】長浜市曳山博物館伝承スタジオ（入館料で聴講いただけます）
【講　師】河内 将芳氏(奈良大学文学部教授)
②写真パネル展「長浜市曳山博物館10年のあゆみ」
【と　き】平成23年1月11日(火)まで
【ところ】長浜市曳山博物館１階企画展示室（入館料でご覧いただけます）


